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（2）自由は土佐の山間より
みんせんざいん

民撰議院をつくれ明治政府に対する国民
Lぞ〈

の不満が、一摸や士族の反乱としておこって
いたがきたいすけ

いるのを見た板垣退助たちは、このままでは

苦労してつくった新しい政治がだめになって

しまう、一日も早く、国民が選んだ議員によ

る議会をつくって、政治を国民が参加したも

のにかえなければいけないと考えました。そ
こ.とうしょうにろう

こで、後藤象二郎たちといっしょに、1874
せつI)つけんばく

(明治7）年、民撰議院設立建白害を政府に
じり》うみんけんうんどう

さしだし、自由民権運動をおこしました。

自由は土佐から板垣退助は、自由民権運
かたおかけんきち（1はやしゆうぞう(2)

動をさらにすすめるため、片岡健吉．林有造『

板垣退助の像（高知公園）

かたおかけんきち（lはやしゆうそうIzj イjっし

動をさらにすすめるため、片岡健吉・林有造らといっしょに「立志
しゃ さかいまち

社」を高知市堺町につくり、「立志学舎」という学校をつくって学

習会を開いたり、新聞を出して、新しい考えをひろめていきました

立志社（今の高知大丸の近くにあった｡：

;蒲
謹譲
､皇竺＝

雲_畠溌;脳
･琴軍営一一一色壷宕吾

睡騨墜蓬

'苧＝”手癖w…毒
〕

93



とうえきえもり(3)

自由民権を説く植木枝盛は「民権かぞえ歌』
しゆけんざいみんきほんてさじんけん

つくりました。また、主権在民や基本的人権を壷

ぃ鞍か

｢民権田舎歌」を

リこんだすぐれた

憲法案もつくりました。

民権かぞえ歌

人の上には人ぞなき権利にかわりがないからはコノ人じゃもの

ニツとはない我が命すてしも自由のためならばコノいとやせぬ

民権自由の世の中にまだ目のさめない人があるコノあわれさよ

世の開けゆくそのはやさ親が子供におしえられコノかなしさよ
あこあ

五つにわかれし五大州中にも亜細亜は半開化コノかなしさよ

昔おもえば亜米利加の独立なしたるむしろ旗コノいさましや

何故おまえがかしこくて私等なんどは馬鹿であるコノわかりや

刃で人を殺すより政事で殺すがにくらしいコノ罪じゃぞえ

ここらでもう目をさまさねば朝寝はその身の為でないコノ起き

虎の威をかる狐らはしっぽのみえるを知らないかコノ畜生め
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植木枝盛コノわかりやせぬ

コノ起きさんせ

(｢明治文化全集」本より）

舎 歌民権田

からだ め

骸は動き足しや走る

視たり聞いたり皆自由

自由にするのが我が権利

自由の権利は誰も持つ
は

権利張れよや国の人
たユもの

自由は天の賜じゃ
わが鼻13じ

取らぬは吾僑の恥ぞかし
かご

おまえ見んかえ篭の鳥

羽があっても飛ぶことなら糞

おまえ見んかえ網の魚
ひれ およ

鰭があっても瀞がれぬ
つな

おまえ観んかえ繋いだ馬を
ひfめ

蹄があっても走られん

人に才あり力もあれど

自由の権利がない時は

無用の長物益がない

（つづく）

自由なるぞや人間のからだ
そな

頭も足も備わりて
札いみよう

心の霊妙万物に越え
そな

心と身とが倶わるは

一つの天地というもよし

自分一人は一人で立つよ

なにも不足はないぞいの

そこらで人間を自由と申す

自由じゃ自由じゃ人間は自由

行くも自由よ止まるも自由
《ろ いヨ

食うも自由に生るも自由

心は思い口は言い
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うえ雪えもり

植木枝盛の憲法草案（一部

（東洋大日本国国憲案）
こうぞ〈

第三十二条日本各州はすでに冠賊の来襲をうけ危急に迫るにあらざれば戦を

なすをえず（侵略戦争の否定）

第四十二条日本の人民は法律上において平等となす（平等権）

第四十九条日本人民は思想の自由を有す（思想の自由）

第五十条日本人はいかなる宗教を信ずるも自由なり（信教の自由）

第五十一条日本人民は議論をのぶるの自由権を有す（言論の自由）

第五十四条日本人民は自由に集会するの権を有す（集会の自由）

第五十五条日本人民は自由に結社するの権を有す（結社の自由）

なかえらようみん(4)

中江兆民は、フランス人ルソー
みんやくるん けいや〈ろん

の書いた「民約論」（｢社会契約論｣〉

を日本語に訳し、自由や平等の権

利について説きました。
〈すのせき

民権ばあさんといわれた楠瀬喜
た(5)

多は､女↓性にも選挙する権利があ
えんぜつ

るとうったえ、だん上から演説を

しました。演説をしている時、水

を飲もうとしたところを警官にと

められたため、「水を飲む自由もな

いのか｡」といって、警官を追いは

らったという伝説が残っています。

自由民権という考えをひろめる

ために、「自由あめ」「自由とうふ」
せんがん

｢自由水」（洗顔水）「自由散」（薬）

などが売り出され、「自由湯」とい

中江兆民
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－4窪2－星ガ

§ 民権すごろく

ふり出しが｢男女同権月

で、あがりが「国会」と

なっている。1882（明浩

15）年、吉田正太郎作。

（神奈川県立博物館蔵）
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しばい

うふろ屋もできました。また、「民権おどり」や「民権芝居」なと

もしました。

自由民権を主張した新聞も発行しましたが、発行をとめられまし
そうLき こうぎ

た。発行をとめられると、「新聞の葬式」を出して抗義をしました：

その葬式には、5千人もの人々が参列したといわれています。そし

て、新聞の名前を変えて別の新聞を発行しました。

どろ

泥めんこ（自由民権記念館蔵

「自由」「板垣」の文字がある

高知新聞の絶命（発行禁止）と葬式を伝える広告
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